
特集新技術を活用しよう

1.　はじめに

令和 5 年 3 月に，国土交通省では今後 5 カ年
（2023 ～ 2027 年）を計画期間とする「電気通信
技術ビジョン 4」（以下，「ビジョン 4」という）
を策定した。
ビジョン 4は「第 5期国土交通省技術基本計画」
に基づき，国土交通省（主に建設分野）の公共イ
ンフラに関する電気通信技術について，今後 5カ
年で推進する技術開発や技術導入の方向性を示し
たもので，防災・減災や公共インフラの維持管
理・更新，DX，GXといった国土交通省を取り
巻く各種課題に対する電気通信分野における今後
の取組を示している。本稿では，このビジョン 4
の内容について紹介する。
なお，ビジョン 4の本文等については，国土交
通省ホームページ上で閲覧可能なため，ご参照い
ただきたい（https://www.mlit.go.jp/report/press/ 
kanbo08_hh_000948.html）。

2.　‌‌国土交通省の電気通信技術を‌
取り巻く現状と課題

ビジョン 4では，国土交通省の電気通信技術を
取り巻く現状認識として，「国土交通省を取り巻

く現状認識」と「電気通信施設の取組状況」の観
点から整理した。
例えば，国土交通省を取り巻く現状認識として
は，我が国では毎年のように自然災害が発生し，
今後も首都直下地震等の大規模地震が想定されて
いるほか，地球温暖化に伴う気候変動により水災
害も激甚化・頻発化していることが挙げられる。
また，我が国では，少子高齢化に伴う労働人口
減少やコロナ禍を契機としたテレワークの普及な
ど，非接触・リモート化のような新たな働き方が
社会に浸透している。
加えて近年，政府を挙げてデジタル化が推進さ
れており，国土交通省でも ICT の活用等により
建設現場の生産性向上を図る「i-Construction」
を推進してきたが，さらに工事書類のデジタル化
を含めデジタル技術を活用し，事業全体の変革を
目指す「インフラ分野のDX」（インフラDX）の
取組を加速させている。このインフラDXにおい
ては，BIM/CIM等の 3次元データの生成・利活
用等の取組を推進している。
このような課題に対し，電気通信施設における
取組として，信頼性の高い多重無線回線と伝送能
力の高い光ファイバを統合利用する全国統合ネッ
トワークの構築や，災害時でも確実な映像伝送を
実現するヘリサット，移動型衛星通信設備（Car-
SAT）の全国配備を実施している。
また，社会インフラの管理の効率化について
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は，CCTV カメラによる遠隔監視を実施してい
るが，併せて，AI 事象検知の活用など施設管理
のさらなる効率化を推進している。
加えて，インフラ DXの取組として，令和 3
年度より 100 Gbps DX ネットワークの全国整備
を開始し，各地方整備局のDXルームやDXデー
タセンター等を結ぶ高速ネットワークを概成させ

るなど，基盤整備を進めている。
このような国土交通省を取り巻く現状認識や電
気通信施設の取組状況を踏まえ，ビジョン 4 で
は，現在解決されていない，あるいは今後解決す
ることが期待される課題を設定した。それらを図
－ 1に示す。
一方で，電気通信技術に関連した社会情勢や技

図－ 1　電気通信技術を取り巻く現状認識と課題

図－ 2　電気通信技術を取り巻く経済社会情勢の新たな潮流
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術動向の変化はめざましく，近年ではイノベーシ
ョンによる革新的な技術開発や情報通信技術の発
展，電気通信施設の高度化といった新たな潮流が
生じている（図－ 2）。
例えば，イノベーションによる革新的な技術開
発では，世界中で革新的な手法や既存手法の新た
な組合せで新たな価値を生み出すイノベーション
によって，社会の様々な課題解決を図る取組が進
展している。
このようなイノベーションの進展により，これ
まで空想の世界であった衛星コンステレーション
やAI（人工知能）等の革新的な技術が生み出さ
れている。
このような潮流を的確に捉えることで，電気通
信技術を取り巻く課題への適切な解決方策の方向
性となることが期待される。

3.　ビジョン 4における取組方針

ビジョン4の取組方針として，国土交通省の電気
通信施設が抱える課題について解決を図り，新たな
価値の創造を目指す重点分野を五つ定めた（図－ 3）。

例えば，既存通信基盤の高度化等による多様な
情報共有環境の実現では，既存の統合ネットワー
クによる通信基盤について，衛星コンステレーシ
ョン等の革新的技術や大容量の無線通信回線を組
み込むことで，災害時等に光回線が切断されても
映像等の情報共有を確実に行えるようにすること
を目指すとしている。
このような重点分野の設定にあたっては，第 5
期国土交通省技術基本計画で示された六つの重点
分野との整合を図りつつ設定している。

4.　取組を推進する技術テーマ

3. で示したビジョン4の取組方針における新たな
価値の創造を目指す重点分野を踏まえ，それぞれに
対応した取組を推進する技術テーマを設定している。
このうち，電気通信技術の活用効果が高いと考

えられる通信基盤，センサ，AIの三つを優先的に
取り組む技術テーマ（優先テーマ），またDX，
GXの二つを横断的に取り組む技術テーマ（横断
テーマ）とし，各技術テーマの実施内容を定めた
（図－ 4）。

図－ 3　電気通信技術ビジョン 4における取組の方針
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具体的には，通信基盤については，国内有数の
通信基盤を活用した次世代統合ネットワークの構
築に向け，全国 100 Gbps 統合ネットワークを基
盤としたネットワークの機能強化や，センサにつ
いては，センサネットワークによる災害に強い安
全安心な未来社会の実現に向け，簡易センサネッ
トワークを活用しての多広域情報収集や高機能セ
ンサによる高度な事象検知の技術開発を推進する。
また，DXに関しては，最先端DXによる施設
管理の効率化・高度化として，3次元データ等を
日常的に利活用できる環境構築や，DXによる電
気通信施設の最適なメンテナンスの実現に向けた

取組を効率的・効果的に推進する。

5.　おわりに

今後，DX等の実現に向けて電気通信分野では，
前に述べた技術テーマについて取り組むこととし
ているが，各テーマの推進と併せて産官学の連携
や制度・基準，人材育成・技術向上を推進するこ
とで，新たな技術の本格的な導入フェーズへの円
滑な移行を図る所存である。

図－ 4　取組を推進する技術テーマ
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